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① 調査趣旨と概要
• 北海道には再⽣可能エネルギー資源が豊富に賦存
• 「原発や原発マネー」に依存しない地域づくりが可能
• 現在の開発の⼤部分は道外・地域外資本によって進⾏
• 地域産業発展やマチづくりにはあまり役⽴たず

• 地域の諸団体・個⼈が進める
再エネ開発を調査

• 4つの⾃治体（⾚）と近隣⾃
治体（⻩）が対象



① 調査4地域の概要
導⼊経緯対象再エネ地域調査⽇
酪農家有志バイオガス⼗勝管内・清⽔町

7/9‐10
JA・⾃治体個別バイオガス⼠幌町・新得町

⾃治体⽊質バイオマス⽯狩管内・当別町
10/10

域外⺠間資本ガス化発電施設当別町

農協（補助）酪農家ソーラーパネル釧路管内・浜中町
10/27‐29

域外⺠間資本メガソーラー釧路市・釧路町

（⺠間）（ソーラーシェアリン
グ・電気⾃動⾞[EV]）後志管内・余市町12/18

ワークショップ



②調査結果 ⼗勝バイオガスプラント
• 個別型（⼠幌町）では、プラン
トの⽬的はふん尿処理と液肥製
造がメイン

• 集合型（清⽔町）では、規模が
⼤きいため、ガス発⽣量・売電
量の最適化が事業継続の鍵
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投⼊量・発電量などをリ
アルタイムでモニタリン
グし運転改善（研究的）



② 調査結果 当別⽊質バイオマス

地⽅独⽴⾏政法⼈北
海道⽴総合研究機構
との共同研究で、乾
燥⽅法などを研究

• 河川⽀障⽊（50km離隔地も）、森林間伐材
を運搬・集積・乾燥

• 廃校でチップ化、冬季暖房⽤に学校で利⽤
• 隣接する江別市の発電所⽤15000t、当別町内
での利⽤は冬場のみ500t

• ⽊質バイオマスガス化発電施設は休⽌中



② 調査結果 釧路湿原メガソーラー

https://www.env.go.jp/park/common/data/04_kushiro_map_j.pdf

特別保護地区
特別地域
普通地域

鶴居村

Googleマップ

国⽴公園内、隣接地に既にメガソー
ラー発電所は作られている。



② 調査結果 JA浜中太陽光発電
• FIT前、105⼾の酪農家へ補助⾦で10kW
（計1050kW）の太陽光発電を設置

• 今も施設電⼒として利⽤するが、更なる
活⽤法を検討する事業者が必要

• 浜中町海岸エリアではコンブ⼲場周辺に
50kW規模の太陽光発電施設が主に域外事
業者によって設置。地域主体で導⼊を！

S牧場



② 調査結果 余市ソーラーシェアリング
• 積雪寒冷地でのソーラーシェアリングの実
証試験を実施

• 積雪期も落雪を促進するパネル設置で⽇中
は余剰電⼒が発⽣

• 電気⾃動⾞を導⼊してガソリン消費削減、
蓄電池としての利⽤(V2H)計画が進⾏中

20242025

実証試験が継続中



③まとめと今後の取り組み

• ⾸⻑・議員・市⺠団体・経営者団体
への配付

• 各種集会での配付
• 学習会（北区脱原発、⼗勝まちづく
り研究会、協同組合・・・）

⼩冊⼦の普及



③ 今後の取り組み

• ⼩冊⼦を利⽤した「地域主体の再エネ開発」学習会開催
• 再エネ開発を進める地域主体の形成・連携
• ⾵⼒や⼩⽔⼒など今回対象としなかった再エネの調査


